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• 日本の「道路橋耐風設計便覧」 に以下準拠して説明

1.1 設計基準風速 Ud（ｍ/sec)
Ud（ｍ/sec)は、基本風速Ｕ10に高度と地表祖度に関する補正
係数Ｅ１を乗じて求める

Ｕｄ ＝ Ｅ１ ｘ Ｕ１０

• 設計基本風速（Ｕ10 ）とは、地上１０高さにおける設計に用いる
風速の大きさをいう

1. 風環境
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Ｅ１： 地表祖度区分
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高度による風速変化の様子
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基本風速の地域区分
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本四プロジェクトでの事例
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地表祖度区分決定のための参照区域
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補正祖度係数 Ｅ１
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乱れ強さ（Ｉｕ）
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乱れ強度
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上空風を介してある高度での風速の変換
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乱れ強さ（Ｉｕ）は、以下に分類される
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動的耐風設計の必要性の判定
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1) ねじれ発散振動の照査風速 Urf

ここに、係数 Erlは表2.10に示すものとする。

Urf   = 1.2 Erl × Ud (2.1)

照査風速 Ｕｒｆ
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照査風速 Urg

ⅱ) たわみ発散振動の照査風速 Urg 

Urg = 1.2 Ud                                                         (2.2) 
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構造減衰 δ
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固有振動数簡易計算 fh （Ｈｚ）
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(2.5)
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単位長さあたりけた質量m(kg/m)
及びけた極慣性モーメントIp(kgm)

単位長さあたちけた質量m及び極慣性モーメントIPは設計案を
基に精度よく算出するのが望ましいが、極慣性モーメントIP に
関しては次式を用いてもよい。

Ip = (0.3B)2 m (2.6)
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２．振動応答の推定
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渦励振 （たわみ）
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補正係数 Eth
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渦励振 （ねじれ）
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bの定義
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補正係数 Etθ
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• 同じような形をした橋梁の耐風性を参考にする

• 橋梁の設計緒元を見直して、必要な式を満たすよう
にする

• 以上でも、不明な場合は風洞実験をおこなう

耐風安定性が証明されない場合
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細長比の大きい部材

次に示す部材などは風による振動が発生することがあるため、
動的耐風設計の必要性を検討することとする。

• 斜張橋及び吊橋の塔

• 斜張橋のケーブル

• アーチ橋やトラス部材などのうち細長費の大きいもの

• 照明柱など細長費の特に大きい橋梁付属物
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架設時の動的耐風設計

橋梁の架設時においては、主に次に示すような場合いに完成
時とは異なる条件で動的耐風設計を行う必要がある。

• 吊橋や斜張橋の塔が架設時に独立する場合

• 吊橋や斜張橋が、支間中央などで閉合される直前

• 橋げたの断面形状が架設手順の都合などにより完成時と異
なる場合

なお、架設期間は共用期間に比べるとかなり短期間であり、設
計基準風速を低減してよい。
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３．風洞試験方法

風洞試験の位置付け
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１） 二次元剛体バネ支持試験（部分模型）

２） 三次元弾性模型試験（全体模型）

３） 三分力試験

４） 非定常空気力計測試験

５） 地形模型風環境試験

６） ケーブル振動試験

７） その他

風洞実験の種類
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風洞試験の理論的分類
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風洞実験の種類
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2次元部分模型試験の概念
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2次元部分模型試験装置
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ばね支持模型風洞実験装置の概略
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部分模型とは？
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二次元部分模型試験
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三次元全橋模型 （田中博士論文研究対象）
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三次元全橋模型 桁の内部
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三次元全橋模型 組立作業
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三次元全橋模型 仕上計測
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三次元全橋模型
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三次元全橋模型（浮体橋の水槽付試験）
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三次元全橋模型（水槽の造波機）
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三次元全橋模型（主塔架設系）
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三分力空気力係数

空気力係数は次式で定義する。
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三分力空気力の計測



52

ストローハル数

ⅶ）ストローハル数

ストローハル数(St)は次式で定義する。

St = f D / V                                           (3.15)

ただし, f  : 物体後方に発生する渦の振動数(Hz)

D : 物体の代表長さ(m)     

V : 風速 (m/s)
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減衰率
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風洞試験設定条件

a) 風速分布
風速分布は平均風速に対する偏差が ±1% 以内であるもの
とする。

b) 風速の時間変動
風の乱れ強さは1% 以内であるものとする。

c) 靜圧分布
測定部風洞中心軸線上における動圧に対する靜圧の偏差
は5%を超えないものとする。
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模型条件（１） 縮尺

②縮尺
模型の縮尺は橋梁の詳細部分を十分の精度で
模型化できるように定めるものとする。特に、充腹
断面橋桁の模型で渦励振やギャロッピング現象を
試験する場合には現象を充分な精度で確認できる
縮尺を選定するものとする。縮尺は1/100を下回って
はならない。
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表3.15 模型の寸法

• 模型の寸法は風洞測定部形式ㆍ特性に応じて表3.15を満
たすように定めるものする。

模型条件（２） 寸法
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三分力試験方法

a) 迎角と水平偏角の範囲
三分力模型試験は -15° ~ +15°の迎角範囲で
1°ごとに行うものとする。

b) 試験風速
三分力ㆍ横量試験は異なった2つの風速10m/s 及び
20m/sについて行うことを標準とする。

c) 測定精度
ⅰ) 設計精度

迎角及び水平偏角の設定制度はそれぞれ ±0.1°,
±0.5°とする。
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相似側

• 橋けた模型振動試験では、幾何学的相似のほかに次の無
次元量を実橋の対象モードに関する値と模型の値とで相似
させることを原則とする。
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試験条件の許容偏差

• 橋桁模型試験における諸量の相似条件からの所要値に
対する偏差の許容値は表3.18のとおりとする。

表3.18 偏差の許容値
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測定方法（１）

a) 迎角の範囲
橋桁模型振動試験は原則として±3°の範囲の迎角の 1°ごとについて
実施するものとする。試験中の気流の影響による変化は必要に応じて修
正するもととする。

b) 風速の範囲
橋桁模型振動試験は原則として設計風速の1.2倍までの風速範囲につ
いて実施するものとし、試験風速の刻みは現象に応じて適宜選択するも
のとする。

c) 振幅の範囲
橋桁模型振動試験は原則としてねじれ振動では 0.5° ~ 5°、鉛直たわ
み振動では弦長の1/200から1/20の振幅範囲の振動特性を明らかにす
るものとする。
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測定方法（２）

d) 計測精度

橋桁模型振動試験における計測の精度は表3.19のとおりと
する。

表3.19 計測精度
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試験結果の整理
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